












家』Republic (c. 380 BC)は当時の都市国家を前提としており、周囲の敵対的都市国家から
自己を守るため「守護者」が重要な存在となっている。モア Thomas More の『ユートピア』
Utopia（1516）でも周囲の諸国家との緊張関係や、どのように戦争を行うかが詳述されている。
ブルワー＝リットン Edward Bulwer-Lyttonの『来たるべき種族』The Coming Race（1871）
では強大なエネルギー「ヴリル vril」を操る人々の住む地下世界が描かれているが、彼らは周
辺のヴリルを持たない種族を野蛮人とみなし、敵対する時には躊躇なく絶滅させてしまう。一
方、ベーコン Francis Baconの『ニュー・アトランティス』New Atlantis（1627）は大洋中の孤











 ウェルズ H. G. Wells の代表的ユートピア小説『モダン・ユートピア』A Modern Utopia 
(1905) ではすでに「世界国家World State」が完成しており、対外的問題はない。（もっとも、
『宇宙戦争』The War of the Worlds(1898)のような地球外からの脅威はあるかもしれない。）
世界国家では何よりも個人の自由が重視されている（ch 2, またHillegas xiii）。本論では、個
人の自由と共同体の秩序と効率的運営の関係を、共同体の均質化と「改良」を目指す優生学
の観点から考えてみたい。 
 「ユートピア」と「優生学」が頭韻になっているのは偶然であるが、 “utopia”と “eugenics”が
同音で始まるのは偶然ではない。トマス・モアが『ユートピア』執筆にあたって作った “utopia”
という語は、「無い場所 ou-topia」であると同時に「よい場所 eu-topia」でもあった。一方 
“eugenics”はフランシス・ゴールトン Francis Galton が一八八三年に使用した造語である。
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Richardsonはこの語がギリシア語 “eugene”から作られ、 “good in stock”を意味するとして
以下のゴールトンの説明を引用している。 
 
the science of improving stock, which is by no means confined to questions of 
judicious mating but which, especially in the case of man, takes cognisance of 
all influences that tend in however remote a degree to give to the more suitable 
races or strains of blood a better chance of prevailing speedily over the less 
suitable than they otherwise would had. (Inquiries into Human Faculty, 24)  
(Richardson, 2) 
 
またケヴルズ Danel J. Kevlesは“ ‘good in birth’ or ‘noble in heredity’” (Kevles, Preface)
を意味するとしている。OEDによれば形容詞 “eugenic”は “Pertaining or adapted to the 
production  of fine offspring, esp. in the human race.”で、  “eugenics”は “[after 































La Cittá del Sole (1623)では優れた男女を結婚させるなどの優生学的政策が実施されてい
る。また、ユートピアは、エリート的指導層と管理される一般人からなり、住人は良き歯車として
の幸せを与えられるという見方は可能であり、それが悪いほうに強調されればザミャーチン
Yevgeny Zamyatin の『われら』We (1921)やハックスリーAldous Huxley の『素晴らしい新
世界』Brave New World (1932)やオーウェル George Orwell の『１９８４年』Nineteen 
Eighty-Four (1948)のようなアンチ・ユートピアとなる。 












イ、Levine などを参照されたい。また、19 世紀末の “New Women”との関係については
Richardson が、フェミニズムと産児制限の関係については荻野が詳しい。）ウィーン Francis 
Ween も『モダン・ユートピア』への序文で、優生主義者は進歩主義者で社会主義者であった
と述べている(xvii)。 
 Levine はこの理由の一つに世紀末に広まった「退化 degeneration」への恐怖、下層階級
の多産性への不安を挙げ（27）、 “the moral imbecile”という範疇が作られたとする。後者は 
“the moral imbecile who was unable to distinguish right from wrong and for whom 
punishment was thus no deterrent” (28)と述べられている。ウェルズの Anticipationsや
A Modern Utopia では、Victoria Claflin Woodhull の “Rapid Multiplication of the 
Unfit”という言葉に影響されすぎているという批判がなされている（Anticipations 253、A 




first, the crucial role of heredity in determining the individual’s physical 
condition; second, the link between biology, medicine and the health of the nation; 
and, third, the politicisation of science. (7) 
 






 ウェルズもこうした流れの中にいたのは明白である。例えば『タイム・マシーン』The Time 
Machine (1895)におけるエロイとモーロックの描き方には、退化や下層階級への恐怖が見て























































 本論との関係でいうと、ケヴルズや以下に挙げるトロンブレイ Steven Trombleyの著書は優
生学に関する一般的関心を引くのに力があったが、そこでは往々にしてウェルズが優生学支
持者として強く批判されている。19世紀末から 20世紀初めに優生学に賛同した人は多いが、













Bergonzi, The Early H. G. Wells (1961)、W. W. Wager, H. G. Wells and the World 
State (1961)、Mark Hillegas, The Future ad Nightmare: H. G. Wells and the Anti-







 例えばマニュエル夫妻 Frank Manuel & Fritzie Manuel の大部なユートピア研究
Utopian Thought in the Western World では索引に優生学の記載がなく、カンパネッラに
ついて優生学的とあるだけだし、そもそもウェルズ達のダーウィン進化論以後のユートピアに
ついてはごくそっけない。同じく大部のクマーKrishan KumarのUtopia and Anti-Utopia 
in Modern Timesにも索引に記載がなく、ウェルズの『モダン・ユートピア』の説明で簡単に触
れているに過ぎない。近年の著作には多少詳しく論じるものもある。例えばラックハースト













 『予測』は小説ではない。全題名を Anticipations of the Reaction of Mechanical and 










 「新しい共和国」では優生学的政策をとり、その倫理的制度 ethical systemの原則は彼らの
考える「望ましい人々」を増やし、「望ましくない人々」を減らすことにある。 
 
[The] ethical system ( . . . ) will be shaped primarily to favour the procreation of 
what is fine and efficient and beautiful in humanity―beautiful and strong bodes, 
clear and powerful minds, and a growing body knowledge―and to check the 
procreation of base and servile types, of fear-driven cowardly souls, of all that is 
mean and ugly and bestial in the  souls, bodies, or habits of men. (257) 
 
後者の対象となる人々は、 “the small minority, for example, afflicted with indisputably 
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transmissible diseases, with transmissible mental disorders, with such hideous 
incurable habits of mind as the craving for intoxication” (258) であるが、将来は医学
medical science が進み、出生に関する諸状況はもっとはっきり分かるようになるだろうと付け
加えられている。こうした人々は「色欲を抑えきれないこと incontinence と愚かさ stupidity」
（257）から生まれるものであり、こうした人々をなくすことは苦痛の排除とされる。 
 
In the new vision death is no inexplicable horror, no pointless terminal terror to 
the miseries of life, it is the end of all the pain of life, the end of the bitterness of 
failure, the merciful obliteration of weak and silly pointless things. (257) 
 
彼らは「憐れみと忍耐」により、また増えないだろうという考えから許容されているが、その許容
が濫用される時には、「新しい共和国」の人々は彼らを殺すだろうと述べられる。 “I do not 
foresee any reason to suppose that they will hesitate to kill when that sufferance is 
abused.” (258) 
 Anticipations では「新しい共和国」は福祉国家であり、出産 reproductionについて、つま
り積極的優生学についても述べられている。また、効率的な母親は国家にとって重要な人間と
して高く評価される。 “[The] efficient mother who can make the best of children is the 




不十分な基盤に基づく優生学に留保していた面も多い。この巻に収められた論文  “The 
Problem of the Birth Supply”はMankind in the Making (1903) の第 2章であるが、優
生学についての語調はやや異なる。彼は、プラトン以来の「劣った人を減らし、優れた人を増
やす」（309）という考えの難点について論じている。問題は、 “the gaps and difficulties 
that intervene between the general proposition and its practical application by sober 

















5.2 A Modern Utopia 
 『モダン・ユートピア』の全体的な検討は他のところでしたので簡単に触れて、本論では優生
学に関した部分について述べていくことにする。引用の頁はペンギン版による。 


















The State is for Individuals, the law is for freedoms, the world if for experiment, 
experience, and change: these are the fundamental beliefs upon which a modern 
Utopia must go. (66) 
 

















[It] is our business to ask what Utopia will do with its congenital invalids, its 
idiots and madmen, its drunkards and men of vicious mind, its cruel and furtive 
souls, its stupid people, too stupid to be of use to community, its lumpish 










There remain idiots and lunatics, there remain perverse and incompetent persons, 
there are people of weak character who become drunkards, drug takers, and the 
like. Then there are persons tainted with certain foul and transmissible diseases. 




 こうした人々については「社会的外科手術 social surgery」（99）に頼ることとなる。特定の島
に隔離するのである。これは刑罰ではなく矯正学校であり、国家は出生時の奇形や重病者を
除けば全員の生活を保障する。死刑も処刑室 lethal chambers もない（100）。犯罪と悲惨な
生活は国家の失敗を示す物差しである。こうした島では同じような犯罪傾向を持つものが集ま
って暮らすことになるが、島にいる限りでは自治が認められている。 
























 彼は『自伝の試み』でもこの作品を『アン・ヴェロニカ』Ann Veronica (1909)などの性に関す
る問題を扱った作品とともに論じている（394）。この自由な恋愛関係の重視は、何度も「不倫」
を重ねたウェルズの個人的意見でもあろう。彼の二度目の結婚を女性側から描いたともいえる
面を持つ『アン・ヴェロニカ』では、女性から愛を告白する女子大学生 Ann Veronica を描き、
当初は出版を拒否され、出版後も強い批判を受けた。その端的な形は『彗星の時代』In the 






















5.3 Men Like Gods 








We have, after centuries of struggle, suppressed [Mother Nature’s] nastier 
fancies. . . . With Men came Logos, the Word and the Will into our universe, to 
watch it and fear it, to learn it and cease to fear it, to know it and comprehend it 
and master it. . . . Every day we learn a little better how to master this little plane. 
Every day our thoughts go out more surely to our inheritance, the stars. (107-8) 
 
ここには指導者層と被指導者層という対立はない。全員が理性的にかつ自由に生きており、
管理と個人の自由の相克という問題もない。 “[The daily life of this world] is a life of 
demi-gods, very free, strongly individualized, each following an individual bent, each 
contributing to great racial ends.”  (285) 
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